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▽GL

柱：105角

梁：105角

柱脚：RC束,基礎一体

姿図　S=1/15

束笠木

押縁

梁

砕石t100

水切束：90角

控柱：90角 縦格子：30×60＠90

押縁：30×45

縦格子

梁

柱

柱脚

断面図　S=1/15

押縁

▽GL

笠木：75×260
        ,上部斜め加工
　　　 カラーガルバt0.5曲げ
　　　 で包む

B

A(背面)控柱

コンクリートスラブ：
800×300×200
6φメッシュ＠100
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※冷媒管

△ミュージアムセンター雨落し縁石位置

ハトゴヤ

既設受変電設備

機械基礎H150
GL-600
D13@200ダブル筋
捨コン50、砕石100、撥水剤

室外機 室外機 室外機 室外機

平面図　S=1/30

立面図　S=1/30

▽GL

Ｎ

火打梁：90×90
　　　　　 上部梁レベル

機械天端GL+1850

室外機外形

U字溝,蓋
(配管トレンチ)
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【共通事項】

・特記なき限り、木部材は防腐防蟻薬剤含浸,無色,耐久性K4相当

・特記なき限り、木部材は天然水性塗料2回塗り,小口共　(レイノス/池田コーポレーション 同等)

平断面図A　S=1/10

平断面図B　S=1/10

・特記なき限り、鋼製部材はフッ素樹脂塗装

・特記なき限り、RC現し部分は化粧打放し,撥水剤塗布

柱：105角梁：105角

控柱：90角

縦格子：30×60＠90

押縁：30×45

束：90角

△笠木

▽笠木

・特記なき限り、現場打ち鉄筋コンクリートは構造図（S-01 木造特記仕様書1）による。

・特記なき材は、スギ（並材）とする。 ・基礎下には砕石H100を見込む。

AL-01

詳細図-1　室外機置場1 A1 ：1/10,1/15,1/30
A3 ：1/20,1/30,1/60

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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※共通事項　新設コンクリート：24N/mm2、スランプ18
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AL-02

詳細図-2　配管ピット A1 ： 図示
A3 ： 1/40,1/80

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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X2

本体建物通り芯

X1 X3

平面図

断面図

立面図

伏図

ハトゴヤ詳細図

断面図

配管ピット詳細図

SUSタラップ
W400＠300

点検扉600×600
鋼製,片開き,
鍵付き

砕石t100

U字溝600×600
調整用モルタルt30
砕石t100

▽GL▽GL
設備スリーブ

点検扉

浸透排水溝：
切穴300×300
4号採石t100
川砂t100

水勾配

水勾配
屋根勾配

化粧床点検口：
アルミ製600×600
施錠式、二重蓋（中蓋鋳鉄製,
                        上蓋床材貼付）、
密閉形（防水・防臭形）

配管トレンチ

U字溝蓋1種(W=600用)

Ｎ

GL±0GL-850

耐圧版・ハトゴヤ外壁・屋根スラブ：
RCt150　D13＠200シングル

ハトゴヤ

ハトゴヤ

▽GL

設備スリーブ

配管トレンチ

休憩スペース
縁側

EPS

二重床内露出配管
(設備図参照)

▽1FL

U字溝600×600
調整用モルタルt30
砕石t100

11600

16800

1
80

0

都型雨水集水桝600×600
コンクリート蓋共

都型雨水集水桝600×600
コンクリート蓋共

配管トレンチ　全体図　S=1/80

U字溝600×600
U字溝化粧蓋(W=600用)

U字溝600×600
U字溝蓋1種(W=600用)

U字溝600×600
U字溝蓋1種(W=600用)

ハトゴヤ

U字溝600×600
U字溝蓋1種(W=600用)

ミュージアムセンター

本体建物

Ｎ

室外機置場

都型雨水集水桝600×600
コンクリート蓋共

【共通事項】
・特記なき限り、RC現し部分は化粧打放し,撥水剤塗布
・特記なき限り、現場打ち鉄筋コンクリートは構造図（S-01 木造特記仕様書1）による。
・特記なき限り、ハトゴヤ内部床・壁は普通型枠外し・自閉樹脂塗膜防水
・特記なき限り、鋼製部材は溶融亜鉛メッキの上フッ素樹脂塗装
　

・共通事項　新設コンクリート：24N/mm2、スランプ18
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AL-03

詳細図-3　塀 A1 ： 1/15
A3 ： 1/30

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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壁　断面図側面 立面図 背面 立面図前面 立面図

笠木：
銅板t=0.4曲げ,緑青処理
下地木板t20w174
鼻隠木板t15h45

壁見切

壁：
左官t10
左官下地ボードt12

基礎：
RC化粧打放し,撥水材塗布

基礎パッキンt20

小口左官材塗り回し

控え柱：120角

控え貫：120×45

控え貫：120×45

控え貫笠木：
銅板t=0.4曲げ,緑青処理

控え柱笠木：
銅板t=0.4曲げ,緑青処理

控え貫笠木：
銅板t=0.4曲げ,緑青処理

基礎立上り：
RC,撥水材塗布

基礎パッキンt20

砕石t100

間柱：60×120＠600

柱：120角＠1800

梁：120角

梁：120角

受材：80×160,加工

控え柱：120角

控え貫：120×45

壁：
左官t10
左官下地ボードt12

控え柱　断面図

平面図壁　断面図

間柱：60×120＠600

柱：120角＠1800

梁：120角

梁：120角

基礎筋D10＠200シングル

基礎：
基礎筋D10＠200
配力筋2-D10

25

43
65

13 30

1540

164

20 20
10 30

30 50

40

40
18

180

照明設置用溝
笠木周囲詳細図

S=1/5

壁見切

27

85

10

100

2512
0

10

笠木周囲詳細図
S=1/5

止水シール
変成シリコン
2成分10×10

【共通事項】

・特記なき限り、木部材は防腐防蟻薬剤含浸,無色,耐久性K4相当　(ニッサンクリーンAZN/兼松サステック 同等)

・特記なき限り、木部材は天然水性塗料2回塗り,小口共　(レイノス/池田コーポレーション 同等)

・特記なき限り、笠木は銅板t0.4曲げ,緑青処理、設置下地含む

・特記なき限り、RC現し部分は化粧打放し,撥水剤塗布

・左官下地ボード：　ラスカットボードLC3612(NODA)同等
・左官：　左官Aコテ塗り(中塗り、下塗り含む)　　フッコー　マジックコートflex同等

・特記なき限り、現場打ち鉄筋コンクリートは構造図（S-01 木造特記仕様書1）による。

・特記なき材は、スギ（並材）とする。

1800 1800 1800900

16200

1800 1800 1800 1800 1800 900

1800900

7200

1800 1800 900

1800 900

7200

18001800900

Ｎ

配置図　S=1/120

※共通事項　新設コンクリート：24N/mm2、スランプ18
※共通事項　基礎下には砕石H100
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▽埋戻天端TP30.14

▽池側埋戻天端TP29.05

▽根切り底TP27.9

断面図　S=1/25

平面図　S=1/25

既存RC基礎

桁：H-200×100×5.5×8

柱：鋼管216.3φ
　　,コンクリート充填
　　柱頭：モルタルt30
    柱脚：BPL-300×300×22

梁：H-200×100×5.5×8
化粧角材：杉無垢材t30,180×90

見切：杉120角,上面R156

R50 側溝：St.［-50×50×5

脇床：杉t50,W150

舗装：土・砂利t50〜70

見切：杉120角,上面R156 側溝：St.L-50×50×5

脇床：杉t50,W150

側溝：St.［-50×50×5

RC擁壁 W=2000

桁：H-200×100×5.5×8

梁：H-200×100×5.5×8

側板：杉t30,H150

床版：
防水モルタルt20
合成スラブt130
　(コンクリートt80+鉄筋
　 デッキプレートt50)

桁：H-200×100×5.5×8

梁：H-200×100×5.5×8

小口板：杉t30
           ,W190H210

100
9.524

盛土・擦り付け
側面図　S=1/25

梁：H-200×100×5.5×8
　　BPL150×150×12,モルタルt20

化粧角材：杉t30,180×90

小口板：杉t30,W190H210

【共通仕様】
 ・ 木部材：防腐防蟻薬剤含浸,無色,JAS規格耐久性区分K4相当以上
 　　　　　　 木材保護塗料2回塗り,小口共
 ・ RC現し部分：化粧打放し,撥水剤塗布
 ・ 現場打ち鉄筋コンクリートは構造図（S-01 木造特記仕様書1）
    による。
 ・ 鉄骨,鋼製部材：溶融亜鉛メッキの上フッ素樹脂塗装（小口面も含む）
 ・ 砂利敷：外構図(L-10)砂利舗装-2と同じ
 ・ 木部と金属の接触部において、防腐防蟻薬剤と金属との腐食の危険
　　が生じないように処置を施すこと。

基礎：BH-200×300×12×16
　　　　モルタルt30

※基礎、継手部 構造図参照

デッキ方向

デッキ方向

デッキ方向

デッキ方向RC擁壁外形

既存黒石　40cm程度
L=3500，H=1000

※デッキスラブ外周部には木製型枠を使用すること。
※デッキスラブの施工範囲は橋床全面。
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AL-04

詳細図-4　橋 A1 ： 図示
A3 ： -

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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A断面　S=1/15

脇床：杉t50,W150
　　　  下地根太スギ50×50@300

舗装：土・砂利t50〜70

床版：
防水モルタルt20
合成スラブt130
　(コンクリートt80+鉄筋
　 デッキプレートt50)

見切：杉120角,上面R156側溝：St.L-50×50×5

側板：杉t30,H200
下地スギ30×30@300

桁：H-200×100×5.5×8

柱：鋼管216.3φ
　　,コンクリート充填
　　柱頭モルタルt30
　　柱脚BPL-300×300×22
　　(継手：構造図参照)

小口板：杉t30
            W190H210

化粧角材：杉t30,180×90

基礎：BH-200×300×12×16
　　　　モルタルt30
        (継手：構造図参照)

既存RC基礎
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B断面　S=1/15

※共通事項　新設コンクリート：24N/mm2、スランプ18

※共通事項　新設コンクリート：24N/mm2、スランプ18
※合成スラブ中央部のみ端部には、エンドクローズ処理を行うこと。



 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

JIS B 1198

   　           溶融亜鉛めっき高力ボルト（F8T）

H-200×100×5.5×8

H-200×100×5.5×8

H
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00
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21
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3φ
×6

BH-200x300x12x16

200

▽既存基礎上端

▽
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er

750

BPL-22x300x300

めっき高力ﾎﾞﾙﾄ 4-M20
(F8T)

めっき高力ﾎﾞﾙﾄ 4-M20
(F8T)

BPL-22x300x300

216.3φ×6
コンクリート充填

400 500

柱取合い部 4-M16
ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め
めっきｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄSS400 L=20da(ﾌｯｸ付) 

柱取合い部 4-M16
ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め
めっきｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ L=20da(ﾌｯｸ付) 

ｼﾞｮｲﾝﾄ(継手ﾘｽﾄ参照，計4か所)

ｼﾞｮｲﾝﾄ(継手ﾘｽﾄ参照，計4か所)

PL-6

PL-12
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30

40
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40
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56
22

　フランジ
　ウェブ   8-M16(L=45)

 16-M16(L=50) 2PL-16×100×290

2PL- 6×140×290

H-200×100×5.5×8

継手リスト S=1/10

30
0

1,
46

8

900
275 250 375

D13-@150

D13-@150(D)
D13-@100(D)

D13-@100

直交梁取合い部 4-M16
めっきｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄSS400 L=20da(ﾌｯｸ付) ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

中間部 2-M16 @400～500

橋鉄骨詳細 S=1/10

(A)

(C)

(B)

21
6.

3φ
×6

BPL-22x300x300

めっき高力ﾎﾞﾙﾄ 4-M20
(F8T)

BH-200x300x12x16

均しﾓﾙﾀﾙ

PL-12

(A)矢視 S=1/10

(B)矢視 S=1/10

(C)矢視 S=1/10

RC擁壁詳細 S=1/10

柱取合い部 4-M16
中間部 2-M16 @400～500

接着系ｱﾝｶｰ 埋込み深さL=130
接合筋：ﾒｯｷﾎﾞﾙﾄ，ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

柱取合い部 4-M16
中間部 2-M16 @400～500

接着系ｱﾝｶｰ 埋込み深さL=130
接合筋：ﾒｯｷﾎﾞﾙﾄ，ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

柱取合い部 4-M16
中間部 2-M16 @400～500

接着系ｱﾝｶｰ 埋込み深さL=130
接合筋：ﾒｯｷﾎﾞﾙﾄ，ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

■使用材料等
・鉄　筋　　　　異形鉄筋（SD295）

   　           柱材（STKR400）
・鉄　骨　　　　梁材，鋼板（SS400）

＊1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

ｍｍ

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７
＊2 線形6㎜以上を用いたもの

＊3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

 　材　　質　　

■合成スラブ仕様

・コンクリート　鉄筋コンクリート擁壁：普通コンクリート Fc24(S=15)
                コンクリート充填鋼管：高流動コンクリート Fc24（スランプフロー60㎝）

   　           めっきアンカーボルト 埋込み深さL=20da（SS400）

下記焼抜き栓溶接の項による
接合箇所は特記による

（各長さ・ピッチは特記による　）
□φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２□頭付きスタッド

□焼抜き栓溶接
□打込み鋲
□その他

梁 と の 接 合

　Ｄ１３-＠３００
□Ｄ１０-２００×２００
□Ｄ１０-１５０×１５０
□φ６-１００×１００
□φ６-７５×７５

□（　　　　　　　　　　）
□φ６-１５０×１５０

□（　　　　　　　　　　）

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

 　 耐火補強筋

□（　　　）□１００□９５□９０□８５□８０□７０□６０
 □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ] □普通コンクリート 種  　　　     類
 設 計 基 準 強 度
 厚さ(QLデッキ山上)

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□ 無し
□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) 
□亜鉛めっき
□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

[ □Z12　 □Z27 ]

[ □Y18   □Y27 ]□1.6

□1.2
□無し
□ｴﾝｸﾛ有り
端部加工

デッキプレート種類 板厚(mm) 表　面　処　理

＊2

＊1

*3

2

ＱＬ９９-７５

ＱＬ９９-５０

材料／デッキプレート

材料／コンクリート

材料／溶接金網・異形鉄筋

接　　　合

・鋼材の防食被膜は溶融亜鉛めっき（HDZT77）とする。

梁の左右それぞれに、
鋼管柱上の梁センターに1箇所
擁壁沿いの梁センターに1箇所
全体では4か所

再生クラッシャランH150

15
0
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詳細図-5　橋 　構造図 A1 ： 1/10
A3 ： 1/20

一級建築士事務所第64440号(株)万建築設計事務所    東京都港区芝1-4-1
　　　　　　　　　　構造担当技術者    梅園雅一（一級建築士第306227号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　※共通事項　新設コンクリート：FC24
※共通事項　構造体強度補正：+6N/mm2



詳細図6 既存橋　撤去図 A1：1/5,1/10,1/30
A3：1/10,1/20,1/60

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　

地覆：杉角材 1170×120
（防腐注入材）

敷き根太：□ -50×30×2.3
STKR400

根太：□ -50×50×2.3
STKR400

繋梁：H-150×75×5×7 SS400

M24後施工アンカー
ベース：PL-19.0
SS400

主桁：H-200×100×5.5×8
SS400

プラスチック発砲体 ｔ10程度
排水溝蓋：ガラス長繊維強化
排水溝：SUS　
PL-1.5曲げ加工品

地覆：杉角材　170×120
（防腐注入材）

強化プラスチック発砲体 ｔ30
舗装下地材：ガラス長繊維
舗装伸縮目地

主桁分割 主桁：H-200×100×5.5×8
SS400

既存束石
既存基礎→保存

束：H-100×100×6×8 SS400

（防腐注入材）

高耐久型土系舗装　厚70ｍｍ

高耐久型土系舗装　厚70mm

壁板：杉板材 ｔ20

杉板材（ｔ20）防腐注入材化粧

19
00

445019004450

20
0

44
0

150450015004500

15

12
0

有
効
幅
員

 1
66

0
12

0

10800
橋長　10770 15

20
0

20
0

15
00

側面図 Ｓ＝１／30

平面図 Ｓ＝１／30

±0

+200

±0

撤去範囲

撤去範囲

既存護岸石

既存擁壁：
鉄筋コンクリート

300

900

30
0

80
0

既存護岸石

既存護岸石：溶岩石 50cm50cm×50cm程度×30個

※上記は全て撤去。

※上記の既存基礎と既存護岸石以外は全て撤去。
※既存護岸石は取り外しの上、現場内保管とする。

ガセット：PL-9.0 SS400
繋梁：H-150×75×5×7

SS400
2-M16　H.T.B

主桁：H-200×100×5.5×8

（防腐注入材）
コーススレッド固定

地覆：杉角材　170×120

主桁：H-200×100×5.5×8

FB3×38

（防腐注入材）

強化プラスチック発砲体　ｔ30
舗装下地材：ガラス長繊維

SS400

SS400
束：H-100×100×6×8

高耐久型土系舗装　厚70ｍｍ
FB3×38 SS400

PL-12.0

ベース：PL-12.0
SS400

既存束石

平坦部ない場合
無収縮モルタルにて
平坦にすること。

ホゾ：□ -50×50×2.3　50L
STKR400 空隙部接着剤充填

SS400

M8ボルト

（防腐注入材）

H-100×100×6×8
 SS400

SS400
敷き根太：□ -50×30×2.3
STKR400

高耐久型土系舗装　厚70mm
不織布

根太：□ -50×50×2.3
STKR400

繋梁：H-150×75×5×7 SS400
ガセット：PL-9.0 SS400

2-M16　H.T.B

排水溝蓋：ガラス長繊維

Φ8ステンレスコーチスクリュー

（防腐注入材）
壁板下地材：杉角材　50×50
（防腐注入材）

皿ドリルねじ
コーススレッド固定

壁板下地材：杉角材　50×50

強化プラスチック発砲体 ｔ30
舗装下地材：ガラス長繊維

接続ピース；FB3×38（敷き根太に溶接）

主桁：H-200×100×5.5×8
SS400

強化プラスチック発砲体 ｔ10程度
地覆：杉角材　170×120
（防腐注入材）排水溝：SUS　PL-1.5曲げ加工品

（防腐注入材）
壁板：杉板材 ｔ20

（防腐注入材）
束化粧板：杉板材 ｔ20

束化粧板：杉板材 ｔ20

壁板：杉板材　ｔ20

現
況
実
測
の
上
決
定

スキマ　＠5ｍｍ

120

500 500

1500

500

120

（
30

0）20
0

30
30

70
50

120

10
0

14
0

140

100

1900
1660 120

17
0

A-A断面図 Ｓ＝１／20

B-B断面図 Ｓ＝１／20

A

B

A

B

束部詳細図 Ｓ＝１／10

←　水勾配 水勾配　→

SS400

※上記は全て撤去。

※上記は全て撤去。

※上記は全て撤去。

※上記は全て撤去。

断面詳細図 Ｓ＝１／10

地覆：杉角材　170×120
（防腐注入材）

ビス止め
排水溝蓋：ガラス長繊維強化プラスチック発砲体　ｔ10程度
排水溝：SUS　PL-1.5曲げ加工品

高耐久型土系舗装　厚70mm

不織布

強化プラスチック発砲体　ｔ30
敷き根太：□ -50×30×2.3
STKR400

主桁：H-200×100×5.5×8
SS400

FB3×38 SS400

舗装下地材：ガラス長繊維
Φ8ステンレスコーチスクリュー

接続ピース；FB3×38（敷き根太に溶接）
SS400

（防腐注入材）
M8ボルト

壁板下地材：杉角材　50×50
（防腐注入材）

壁板：杉板材　ｔ20

47

50

地覆取付詳細図 Ｓ＝１／5

※撤去対象：橋（RC擁壁、鉄骨躯体、舗装、仕上）
※既存護岸石は、取り外しの上、現場内保管とする。

共通事項
※上記は全て撤去。
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詳細図-7　和船(1) A1 ： 1/8
A3 ： 1/16

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　

A-A'（St.5）断面　船尾よりみる

側面図　船体中心船断面

平面図
　上半分は床板と腰掛けを除いたところ
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一般図
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A - A '（S t . 5）断面　船尾よりみる

側面図　船体中心船断面

平面図

　上半分は床板と腰掛けを除いたところ
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新宿御苑のおふね   一般配置図
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詳細図-8　和船(2) A1 ： 1/8
A3 ： 1/16

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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　　　　　　船体主要寸法

全長  5.49 m

全幅  1.32 m 

深さ   0.49 m 

 (軽荷状態）  

重量   420 kg     喫水　 0.094 m

重心高さ　0.233 m

(満載状態）　　定員      4 名

重量  720 kg     喫水　 0.16 m

　　
Body Plan

Plan

Profil
e

wl 0

st0

st0
wl 0

船体線図　並びに排水量等計算表

計測原点は高さ方向は航底面、前後方向は船体最後尾とする　
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　　　　　　船体主要寸法

全長  5.49 m

全幅  1.32 m

深さ   0.49 m

 (軽荷状態）

重量   420 kg     喫水　 0.094 m

重心高さ　0.233 m

(満載状態）　　定員      4 名

重量  720 kg     喫水　 0.16 m

　　Body Plan

Plan

Profile

w l  0

s t 0

s t 0
w l  0

新宿御苑のおふね   船体線図　並びに排水量等計算表

計測原点は高さ方向は航底面、前後方向は船体最後尾とする　

奥村ボート

2 0 1 5 . 0 5

新宿御苑のおふね


